The unstressed -i in Modern Persian by 清水, 悠史 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 2 号 (2006) 
- 153 - 
ペルシア語の無強勢の-i について 
 



















































   1:  u     mard=e  xub-i   ast.   「彼はいいひとである」     (ルビンチク 2000: 39) 
           彼/彼女    人=e     良い-i C(3sg.pr) 
 
③ 不定の数を表す名詞の後につく。 
   2:    ’edde-’i az  dāneshju-yān        「ある数の学生」4       (ルビンチク 2000: 39) 
            数-i  prep      学生-pl 
 
④ 疑問代名詞 che「何」のついた名詞の後でつく。 
   3:  shomā  che    film-i  rā  did-id?                   (ルビンチク 2000: 39)  





   4:  hafte-’i do bār  be  anstitu  mi-yāmad-φ.           (ルビンチク 2000: 39) 
            週間-i  二  回  prep   研究所    P-来る-3sg.pt 









   5:  mard-hā-’i5    「ある男たち」              (黒柳 1982: 40) 
      男-pl-i 
                                                        
4 意味は「若干の学生」の方が、わかりやすいだろう。 
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吉枝(2004)は、「無強勢の-i」の文中での位置について言及している。 
「任意のカテゴリー分類」6(吉枝 2004: 35)の用法の時、「文中で主語以外の位置に立つこ




6:  bā  shomā  kār-i  dār-am.                  (吉枝 2004: 35) 
      prep   あなた 用事-i 持つ-1sg.pr 
「あなたにちょっと用事があるのですが。」 
 







Windfuhr(1979: 34-35)は、伝統的な文法家たちは①‘-i of unit’、②‘-i of indefiniteness’、③
‘referential/demonstrative -i’（＝関係詞 ke をとるもの）があるとしてきた。そして、Hincha
はこれら全ての用法に共通していることは‘restriction’である、としている。 
 
 また、不定なのにもかかわらず‘definite object’マーカー(rā =postposition)がつくことが可
能としている。 
   7:  kas-i  rā ferestād-φ.             「誰かを送った。」            Windfuhr(1979: 35) 
       誰-i    post  送る-3sg.pt 
  
この場合は kas-i は誰でもいいのではなく、特定の誰か、を送ったのである。 
 
Hincha は、以前は孤立していた制限関係節の前の③ ‘demonstrative -i’について、②
‘indefinite -i’と同様に‘restrictive -i’と見なした。 
歴史的に、指示詞と関係節の前の-i は共起することが出来なかったという事実から、伝
統的な文法家たちは、これを③‘demonstrative -i’と見なしていた。また、最近では歴史的に
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‘demonstrative -i’、という用法を受け入れるべきだと述べている。 
 
また、Peterson が行った生成意味論の分析は以下のようである。これは、-i の機能を count
名詞か、mass 名詞か、とういう視点から考えている。-i が mass 名詞に後接したときは、
count 名詞になる。 
 8:  ābejow xord-φ.               「ビールを飲んだ。」              (Windfuhr 1979: 38) 
      ビール 飲む-3sg.pt 
      9:    ābejow-i  xord-φ.             「グラス一杯のビールを飲んだ。」 (Windfuhr 1979: 38) 
      ビール-i 飲む-3sg.pt 
 
また意味的に count 名詞のものに、-i が後接していなかったとしたら、それは mass にな
る（ここでは仮に、偽 mass 名詞、としておく）。しかしながら、本当の mass 名詞とは異な
る。以下のことが、それを示している。 
まずは、本当の mass 名詞について。 
   10:  ābejow mi-xor-e  ammā  dust-ash  na-dār-e.         (Windfuhr 1979: 38) 
                ビール P-飲む-3sg.pr しかし （友達）-それ [NP-好き-3sg.pr]  




 そして、偽 mass 名詞について。 
   11:  nāme mi-nevis-e  ammā  dust-ash  na-dār-e.          (Windfuhr 1979: 39) 




為のことである。これらのことから Peterson は、その名詞（偽 mass 名詞）は基底述語の一
部と見なされるべきだ、と主張した。他の言い方をすると、count 名詞は、述語の基底部分
になった時から、その count 名詞としての能力を失っている。そこに-i が後接することは
できない。この議論は、シンプルな限定されていない名詞が、述語的に使われた場合、-i
なしで現れると言う事実に支えられている、という。これは、count 名詞でも mass 名詞で
も同じである。 
   12:  un  ketāb-e.        「それは本です。」             (Windfuhr 1979: 39) 
     それ 本-C(3sg.pr) 
   13:  un  āb-e.     「それは水です。」              (Windfuhr 1979: 39) 
      それ 水-C(3sg.pr) 
  
また、nāme’-i mi-nevis-e となった場合は、今度はもう、基底述語の一部では無くなって 
ペルシア語の無強勢の-i について 
 















語は含まれていない。述語は、「A は B である」と言ったときの、B の位置に来る名詞の
ことを、ここでは指している。直接目的語は、「C は D を～する」と言ったときの、D の
位置にある名詞を指している。後置詞を伴うものもここに含まれる。名詞を修飾する名詞
は、「E の F」と言ったときの E のことである。ペルシア語ではエザーフェを伴う。前置詞






3. 「無強勢の-i」の Shāzade Kuchulu での文中の位置 
Shāzade Kuchulu を調べた結果、本文中に「無強勢の-i」は、全部で 461 例あった。直接
目的語（後置詞が後接する語も含む）が 147 例と、圧倒的に多く、前置詞が前接する語が
93 例、主語が 93 例で、この 2 つの用例数は同じであった。副詞が 72 例と全体の中では比
較的多かった。述語は 33 例あり、この位置に来るものは吉枝(2004)が「任意のカテゴリー
分類」と呼び、「主語以外の位置に来ることが多い」としているものである。名詞を修飾す
る名詞＝属格が 16 例、「サンドイッチ構文」で挟まれる語が 7 例あり、これらは最初 4 つ
と比べると、用例数は非常に少ない。まとめると、以下の図、表のようになった。 
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    図 1：「無強勢の-i」の文中の位置 
 
〔acc.: 直接目的語（後置詞が後接する語も含む）、prep.: 前置詞が前接する語、s.: 主語、adv.: 副詞、






の約 32%であった。その中で、直接目的格を表わす後置詞である rā が後接するものは 20
例9（例文 15）あった。その他の rā が後接しないものは、127 例（例文 14）あった。 
   14:  tasvir=e zibā-yi  did-am.                           (Sant Agzuperi 2000: 7) 
                絵=e  美しい-i  見る-1sg.pt 
             「私は、美しい絵を見た。」 
   15:  vali  kas-i  rā  na-did-φ.                        (Sant Agzuperi 2000: 92) 
            しかし 誰-i  post    NP-見る-3sg.pt 
              「しかし、彼は誰も見なかった。」 
 





 それに関連して興味深い例（例文 16）もあった。これは、先行研究の生成意味論につい 
てと、関係していると思われる。普段は複合動詞（先行研究で基底述語となっている）を






















   16:  man hich xiyāl-i  nemi-kon-am.                    (Sant Agzuperi 2000: 33) 
               私 〈強調〉 思考-i   NP-する-1sg.pr 
      「私は、全く思考をしない。」  cf. xiyal kardan：考える 
 
3.2. 副詞 
 副詞の位置にあったものは 72 例あり、全体のおよそ 16%であった。2 節の研究方法でも
述べたが、副詞は、文中において、その語がなくとも文が成り立つ語とした。 
 副詞は程度を表す副詞と、時間を表す副詞に分類した。更に、時間を表す副詞は直後に
関係詞 ke を伴うものと、そうでないものに分類した。関係詞 ke を伴うものは副詞節をと
ることができる。 
程度を表す副詞は、27 例。時間を表し、更に関係詞 ke を伴う副詞は 17 例。時間を表し、
関係詞 ke を伴わない副詞は、28 例あった。 
 程度を表す場合で、興味深い例は次の様なものである。 
   17:  shāyad man ham kam-i  be  ādambozorg-hā  rafte  bāsh-am.   
(Sant Agzuperi 2000: 23) 
               多分  私  ～も 少しの-i prep  大人-pl   part（行く） C-1sg.sub 
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